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パーマカルチャーをデザイン、
実践するにあたって

基本となる価値観は次の3つ。

場所を問わず、どんな気候にも、またどんな
文化的条件にも適応する法則はこの10項目

パーマカルチャーの核心はデザイン（設計）
です。デザインすべき構成要素＊注をもっとも
効率よく機能させるために、適材を適所に配
置します。

＊注　「構成要素」とは、家屋、鶏舎、森林、田畑、
防風林、果樹、動物、人、微生物、昆虫など、わた
したちの生活を構成しているあらゆる要素をさし
ています。

水、食料、エネルギー、防火など、生活の中で
重要な基礎的需要は複数の方法で充たされ
るようデザインします。特にライフラインに
関わるものは非常に重要です。

システムの中のひとつひとつの構成要素は、
できるだけ多く（3つ以上）の機能を持たせら
れるよう、選択や配置を考えます。

物や人の移動を効率的に、利用頻度を考えた
区画の利用計画を考えます。

動植物の特性、風、重力などの自然の力に着
目し、それを有効的に利用します。

身近で無理なく調達できる資源を用い、また
再利用するなど、小さなスペースの中でのエ
ネルギー循環をデザインします。

1　図案と絵画 日本国内において、パーマカルチャーデザインの分野で活躍されている方々やパーマカルチャーを実生活に取り入れている方々に
 有志にてご参加いただき、資料性の高い図案や絵画、またイラストで表現していただいております。

2　暦 ふだんわたしたちが用いているグレゴリオ暦を記載しました。

3　二十四節気 季節の移ろいをあらわすための区分です。1年を24等分に区切り、各節目の最初の日を名付けます。
 もともと中国の気候をもとに名付けられたので、日本の気候とは合わない名称や時期もあります。

4　月の満ち欠け 満月、上弦、新月、下弦を記しました。

5　潮汐 潮の満ち引き（大潮～小潮）の移ろいをグラフィカルに図案化しました。

6　種まきカレンダー 野菜の種まきの目安を記しました。平暖地を基準に表記してあります。

表紙イラスト：小林 煌（こばやし・こう）「平和のかたち」
1979年東京生まれ。小さい頃から絵を描く事が大好きで夢は絵描きさん。
木版画を彫り始めて気がつけば 13年。
つながるご縁に生かされて、夢叶い彫り、描く日々を感謝とともに過す毎日。
いまは、3才の娘そわかと画家の夫古川卓とともに八ヶ岳山麓に暮らす。
2013年から自然農を学び始める。ひふみのCD「ざあゆにゅんば」「ほしのしらべ」描く。

表紙題字・パーマカルチャー基本と原則   デザイン：KUJIKA

南房総の海と土のある暮らしの中で取り戻すことのできるシンプリシティへの憧憬を
ときにデザインで、またあるときは文章で綴っています。

プロデュース：平田理子（ひらた・りこ）
“全ての命は等しく尊い”という思いを胸に、パーマカルチャーリストネットワークの
主宰及び非暴力教育に携わる（NGO Aware, NPO Resilience, Non Violent Education）

Webデザイン：山下道生（やました・みちお）

デザイン：畑中 亨（はたなか・とおる）
グラフィック／エディトリアルデザイナー。千葉県鴨川市で棚田を望むカフェ
「うつわや＋café 草 so」を営む。カレー好き。http://www.so-kurashi.com/参考資料　 ＜パーマカルチャー　農的暮らしの永久デザイン＞　農文協

製作・販売：パーマカルチャーリストネットワーク　pcnw@parkcity.ne.jp　http://www1.parkcity.ne.jp/permaculture/　　印刷：丹羽紙業株式会社　http://www.niwa-p.co.jp/niwa/

このカレンダーに使用している「わらがみ」は、農作物残渣（ざんさ）のわらパルプを50%利用した、蛍光染料無添加の環境対応型オールバージンパルプです。

植生の自然な移り変わりに逆らわず、短い期
間でわたしたちののぞむ植生への移り変わ
りを加速させるような環境条件をデザイン
します。

生物多様性の保護に重きをおきます。また、多様な動
植物の特性を有効的に利用します（例：収穫期の異な
る品種の導入により、長期収穫および病害虫や天候不
順によるリスクを分散し、安定供給につなげます）。

異なる環境条件が出会う場所「エッジ（接縁部）」にあ
らわれる生産性の豊かさや多様性を、デザインの中に
取り入れて有効的に利用します。

自然のシステムを
よく観察するとともに、
自分自身の生活パターンも

よく観察します。

伝統的な生活の知恵と、
現代の科学技術の
知識を融合させた、
適正技術を活用します。

小さなスペースを生産性高く利用し、しっか
り管理します。例えば、それぞれの植物の特
性に従ってさまざまな種の植物を組み合わ
せるなど、植物を重層的に育てるようデザイ
ンします。また、前作が終わる前に次の作物
をつくり始めるなど、時間も重層的にデザイ
ンします。

＊無断複製、および転載はご遠慮ください。

このカレンダーにおいても、パーマカルチャーの基本原則のひとつである「多機能性」を活かしたデザインを採用しています。

パーマカルチャーカレンダー 2014

初めて制作した時から、変わらぬ想いを持って作っています。

このカレンダーは参加型のカレンダーです。日本でパーマカルチャーの情報が少ない中、
アイディアを共有する場として、実践されてる方々のイラスト参加により制作しています。

● Permaculture/パーマカルチャー（わたしたちが持続可能な生活環境を作り出す「つながり」のデザイン体系）の紹介
● 日本各地で実践されている情報の分かち合い
● パーマカルチャーに興味を持つ人たちのつながりを紡ぐこと

このカレンダーの主旨

地球への配慮

小規模集約システム
（Small-scale Intensive System）

人への配慮

資源のわかち合い

相互作用、関連性のある配置

複数のバックアップシステム

多機能性

効率的なエネルギー計画

生物資源の活用

エネルギーの循環（Energy Cycling）

植生の遷移と進化を促進
（Accelerating Succession and Evolution）

多様性（Diversity）の保全と活用

接縁効果（Edge Effects）の活用



小さなスペースでも仲良しの野菜や植物を植えてあげると実に多種多様な
植物や野菜が生きる安定したスペースになります。自分の暮らしに合わせ
て、手の届く範囲でしっかりとお世話をしてあげられるスペースをデザイ
ンしましょう。都市に住んでいてもプランターなどを利用して、食べ物を
育てる事は可能です。自分で育てた野菜は格別の美味しさです。それぞれ
が個性を持ったいのちに感謝していただきましょう☆

Diversity is
ా಺থࢠل（たうち・あきこ）★グラフィックデザイナー。ものごとを肯定的
なとらえかたをしながら持続可能な暮らしをつくっていくパーマカルチャ
ーに惹かれ、ニュージーランドのレインボーバレーファームを初めとした
オーガニックファームで 1年間パーマカルチャーを学ぶ。現在は京都でフ
リーランスでのデザインの仕事の他、NPO支援を目的とする財団でデザイ
ン、寄付プログラムの企画などに携わっている。www.kicodesign.com
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দాਅҰ（まつだ・しんいち）★ 2010年にインター
ンとして勉強させていただいていたアサンテサー
ナカフェで食の大切さや楽しさを学びながら自然
の素晴らしさも経験させてもらう。2011年から雑
穀の育て方や調理方法を学び始める。2012年に玄
米や雑穀料理を提供するカフェをオープン。Earth 

Tree Cafe オーナー http://www.earthtree.info/

“こんな場所があったらいいな” と思い描きました。海
や山など、自然の中にいればいるほど、こういう「あっ
たらいいなイメージ」がどんどん湧いてきます。無機質
な場所にいればいるほど何もイメージできず無機質な自
分になっていきます。人が豊かになるにはできるだけ多
く自然の中に身を置く瞬間をつくる事が必要で、それが
できる人が増えてくれば、もっとカラフルで豊かな町が
増えてくるんじゃないかと思います。

Earth Tree Cafe
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標高 1030mの我が家の醤油麹作りは、毎年、5月のゴールデンウィークに
行っています。4日間の麹造りでは、2日目に前年度に仕込んだ醤油も絞
ります。見学に来る方もたくさんいて、プチ合宿です。醤油絞り師の故萩
原忠重さん（92歳）は、「醤油絞りは平和運動」という思いで普及活動を
されたそうです。来年のカレンダーでは『絞り編』をお伝えできればと思
います。参考　『わが家でつくるこだわり麹』（永田十蔵著　農文協）

ে༉ࠐ࢓߿Έ ླ໦ਅඒ（すずき・まみ）★半農半クラフト（木工＆陶芸）。2000年に家
族で東京から移住。長野県木曽の山奥で手作りの暮らしをゆるゆると
やっています。木を削ったり、粘土をこねたりしながら、自給用の小
さな田んぼと畑にいそしんでます。東京にいる頃は、きゅうりの旬も
知らなかった私ですが信州の素敵な人たちの出会いのおかげで、今や
醤油まで作れるようになりました。

೦日ه๏ݑ

ΈͲΓͷ日 Ͳ͜΋ͷ日 ৼସٳ日

ཱ
Ն

ീ
े
ീ
໷

খ
ຬ

種まきの目安［平暖地］　
αϥμࡊɺαϯνϡɺγϡϯΪΫɺτ΢Ϟϩίγɺτ΢ΨϥγɺϥοΧηΠɺιόɺτϚτɺϐʔϚϯɺφε
αϥμࡊɺαϯνϡɺϥοΧηΠɺΦΫϥɺΤϯαΠɺϞϩϔΠϠɺαπϚΠϞɺιόɺΰϚɺΤΰϚɺπϧϜϥαΩ

上旬

中下旬

ᢵ
छ

ೖ
ക

Ն
至

種まきの目安［平暖地］　
αϥμࡊɺαϯνϡɺΦΫϥɺΤϯαΠɺϞϩϔΠϠɺχϯδϯɺ
μΠζɺΞζΩɺχϥʢ২෇͚ʣɺιόɺΰϚ

上中下旬



豆はえらい。それぞれの気候帯で風土に合った豆が存在する。緑のまま季節感を味
わいのもいい。種を乾燥させたら保存、発酵、調理、発芽と、いのちを蓄え次のプ
ロセスを待っていてくれる。農耕の上でも栄養面でも米や麦、穀類のベストパート
ナー。下草的な豆から大木になる豆まで、それを多様に使いこなす人間。ひとと植
物のパートナーシップをインドの豆食文化のなかに見てみた。豆のスープで常食す
るほか、発芽させて生食する、さやの果肉を使う、豆のペーストを発酵させて使う
といった高度な使いこなし術もあって、インドの豆食文化は奥深く興味深い。

ΠϯυͷϚϝ৯จԽ
ベジ料理研究家、キッチン・パーマカルチャリスト。長崎県★（Yoshi Veggie）ࢠཬՂࠓ
出身。1998年オーストラリアタガリファームにてパーマカルチャーデザインコース修
了。飲食店修業・自然食レストランシェフ・アジア放浪を経て 2006年 Yoshi Veggie 

Workshopを始動。2010年 12月、野菜料理専門店 Vege a Table CAFE TOPINAMBOUR

（ベジ・ア・ターブル カフェ・トピナンブール）を東京都国立市にオープン。食・農
文化を訪ねる旅を重ねながら、出会いとインスピレーションに導かれたオリジナルで
楽しいベジ料理を伝えることをミッションとしている。http://www.yoshiveggie.com
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「小さな農、小さなエネルギー、小さな所有、小さな家で大きな自由を手にいれよ
う！ Small is Beautiful !  小さいことはいいことだ！」をテーマに、里山スモールビレ
ッジは、荒れた里山と耕作放棄地を開墾し、そこに食とエネルギーを自給するスモ
ールハウスを参加型で建設し、持続可能なビレッジを創造していく構想です。地域
とつながり、伝統的な里山の知恵と新しい知恵を融合させ、里山全体をイノベーシ
ョンし、「成長の限界から成熟した豊かさ」を千葉県鴨川市の里山から提案します。

ཬࢁεϞʔϧϏϨοδߏ૝
ྛྑथ（はやし・よしき）★アースアーティスト・NPO法人うず理事長・地域通貨安房
マネー事務局・鴨川地球生活楽校主宰。地球に調和という絵を描くアースアート（地
球芸術）をライフワークとし、里山、棚田、古民家を舞台に、おいしい、楽しい、美
しい、面白い活動を色々やっています。美しい地球は、美しい村から！生きること
アート！すべてに感謝！ありがとう！
『スマイルレボリューション　311から持続可能な地域社会へ』加藤登紀子と共著　
http://awanoniji.wordpress.com/
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わが家にとって薪は重要な資源。しかし一年分の確保はとって
も重労働なので、少ない薪で効率良く燃やせるロケットストー
ブに熱源として欲しい“かまどとOvenとサーマルベンチ”を組
み合わせ、デザインしました。

਋ͷ͋Δ฻Β͠
খྛޭ໻（こばやし・かつや）、ࢬ޹（たかえ）、੒（じょう）
★ 2005年、パーマカルチャーを実践しようと福島
県に移住。2011年の原発事故により自主避難し、岡
山県に拠点を移す。
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